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１ 地域共同研究・地域交流活動の主な成果                         
  
(1)長崎県・雲仙市との連携による E キャンレッジ推進事業 



































































































































































・2013 年 3 月 13 日(水) 13:30～16:00 温泉発電を活かしたまちの姿とその進め方 



























































日時：2013 年 3 月 23 日(土) 10:00～12:15   
場所：小浜公会堂(雲仙市小浜町) 
プログラム：10:00～10:15 開会あいさつ   
中村法道氏(長崎県知事)、片峰茂氏(長崎大学長) 
10:15～10:20 趣旨説明      小野隆弘氏(長崎大学名誉教授) 
10:20～11:00 基調講演 「再生可能エネルギーの世界的展開と商社の取組」 






              コメンテーター：小島信明氏 
              コーディネーター：小野隆弘氏 














・K.UMAKOSHI et al. Hot Spring Power Generation Project at Obama-onsen in the Unzen 
Volcanic Area Global Geopark,Japan 
・S,FUKAMI et al. Revitalization of Sustainable Tourism and Community in the Geoparks 
 また、会議運営のボランティアスタッフとして、環境科学部および大学院水産・環境科学総合研
究科(環境科学領域)の以下の学生が通訳や会場案内等に従事した(写真Ⅱ-9)。 
王 佳宇(博士前期課程 2 年生)、楊 燕(博士前期課程 2 年生)、大久保守(博士前期課程 1 年)、 
城谷敦史(学部 4 年生)、中島汐理(学部 3 年生)、曽我部萌(学部 2 年生)、田中穂奈美(学部 2 年生)、




写真Ⅱ-5 小島信明氏の基調講演    写真Ⅱ-6 シンポジウム後に実施された 
バイナリー発電所見学会 
写真Ⅱ-8 会場での意見交換       写真Ⅱ-9 学生ボランティアスタッフ 
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(3)自治体等が設置する審議会や委員会などの委員への就任 
 センターの役割の 1 つに、自治体等が設置する審議会や委員会などの委員、アドバイザー派遣の
支援をおこなう活動がある。センター運営委員の教員は、2012 年度はおもに次のような審議会や
委員会などの委員に就き、学術的知見の還元に努めた。 
・早瀬 隆司 教授    






  佐世保市環境政策審議会委員(委員長) 
・深見 聡  准教授  
第 5 回ジオパーク国際会議ユネスコ会議実行委員会委員(出版部会長) 
長崎県庁環境マネジメントシステム外部評価委員会委員 
  長崎県環境アドバイザー 
  長崎県高大連携推進委員 
  小浜温泉エネルギー活用協議会委員 




・馬越 孝道  准教授 
  第 5 回ジオパーク国際会議ユネスコ会議実行委員会委員(出版部会専門委員) 
長崎県環境影響評価審査委員会委員 
  小浜温泉エネルギー活用協議会委員 
























































２ 学生への教育活動の主な成果                              
  
(1)新入生合宿研修 




























開講期と単位数：2012 年度後期・1 単位 
科目分類：専門科目(環境政策コース・環境保全設計コース共通) 
担当：深見 聡 准教授 
ねらい：環境問題の諸分野について、毎年テーマを絞って講義する。それらをとおして、環境科
学の普遍性と多様性を知り、具体的な活動の場面で求められるアプローチ手法を学ぶ。 










第3回(1月6日)  条件不利地域と観光(1)-中山間地①- 
第4回(1月20日) 条件不利地域と観光(2)-中山間地② 鹿屋市柳谷集落- 
第5回(1月21日) 条件不利地域と観光(3)-島嶼①- 
第6回(1月27日) 条件不利地域と観光(4)-島嶼②- 
第7回(2月3日)  条件不利地域のこれから 
第8回(2月10日) まとめ／期末試験 
 
② 環境科学特別講義 C 
開講期と単位数：2012 年度前期・1 単位 
科目分類：専門科目(環境政策コース・環境保全設計コース共通) 









授業内容：第1回(4月9日)  オリエンテーション 
第2回(4月16日)  環境問題をフィールドで考える(1) 
第3回(4月23日)  さいかい元気村の挑戦 
                北島 淳朗 氏(地域づくりファシリテーター) 
第4回(5月7日)  環境問題をフィールドで考える(2) 
第5回(5月14日)  島原半島ジオパークの取り組み 
                江越 美香 氏(島原市役所主査) 
        第6回(5月21日)  雲仙Eキャンレッジプログラムとは 
第7回(5月28日)  長崎県庁の環境への取り組み 
           赤木 聡 氏(長崎県未来環境推進課長) 
第8回(6月4日)  まとめ／期末試験 
  
③ 環境科学特別講義 D 
 開講期と単位数：2012 年度前期・1 単位 
科目分類：専門科目(環境政策コース・環境保全設計コース共通) 











第1回(6月11日)  オリエンテーション 
第2回(6月18日)  国際協力活動の現場から(1)(写真Ⅱ-12) 
小川領一氏(有限会社ラーバンデザインズ取締役) 
第3回(6月25日)  国際協力活動の現場から(2) 
           小川領一氏(有限会社ラーバンデザインズ取締役) 
第4回(7月2日)  災害復興と観光 
           井出明氏(追手門学院大学経営学部准教授) 
第5回(7月9日)  東日本大震災を経験して-現場からの報告-(写真Ⅱ-13) 
           庄子真岐氏(石巻専修大学経営学部助教) 
第6回(7月23日)  環境問題と観光-世界遺産を事例に- 
第7回(7月30日)  高校生が主役の環境保全活動(写真Ⅱ-14) 
           井上貴司氏(山陽女子中学・高等学校教諭) 

























開講期と単位数：2012 年度後期・2 単位 
科目分類：専門科目(環境政策コース) 















第1回(10月17日)  オリエンテーション／地域技術とは 
第2回(11月7日)  フィールドワーク事前指導 
第3～14回(11月17日～18日) フィールドワーク(アンケート・聞き取り調査、議論)  
第15回(11月21日)  フィールドワーク事後指導 
第16回(11月28日) まとめ 
 フィールドワーク実施概要： 
・1 日目(10 月 17 日) 
9 時に長崎駅前県営バスターミナルを出発する路線バス「小浜・雲仙」行きに乗車し、11 時











・2 日目(10 月 18 日) 





















































第 1 回( 5 月 27 日)  「開講式」(於:小田山公民館(雲仙市立木指小学校小田山分校跡)) 
第 2 回( 6 月 10 日) 「棚田での田植え体験&地域の方との意見交換会」(写真Ⅱ-20) 
第 3 回(11 月 4 日)   「稲刈りと掛け干し体験&地域の方との懇談会」 


















写真Ⅱ-19  「学生研修プログラム」の案内ポスター 





























これらの課題を扱った研究成果の公表や活動への意見交換の場として、11 月 1～3 日にタイ王国
のバンコクで開催される環境教育・環境ビジネス等をテーマとした国際会議 (Conference on 
































・第 1 回 11 月 10 日 「『さいかい元気村』に行ってみよう！」 




















































写真Ⅱ-24  石窯でのピザ焼き体験      写真Ⅱ-25  作物の管理体験 
写真Ⅱ-26  国崎半島での露頭観察 










































写真Ⅱ-28  完成したオリジナル岩石標本 
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３ 情報発信の主な成果                                
  
(1)ホームページの運営 
















４ その他                                    
 
(1) 高大連携事業による出前講義の実施 
長崎大学は、高等学校教育と大学教育の連携と接続を図るべく、2002 年 3 月に長崎県教育委員
会と「高大連携事業に関する協定」を締結している。それにもとづき、現在、全学体制でオープン
キャンパス・高校生のための公開講座・出前講義の 3 つの事業が実施されている。 
 本センター関係では、深見聡准教授が、長崎県立島原高等学校において以下の内容で出前講義を
おこなった。 
① 目 的  大学の生の授業に接することで、自己の進路目標を明確にさせ主体的な進路選択の   
意識を育成する。 
② 期 日  2012 年 7 月 6 日 12:35～13:55 
③ 内 容  「学部学科説明」および「世界遺産から考える環境問題～文科系から環境を科学す   
る～」として、環境科学部の紹介と、環境保全とエコツーリズムの関係について講 
義した。 
④ 参加者  1・2 年生約 20 名 
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